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リエンジニアリングの概要 既存ソフトウエアのデータ標準化,各種仕様抽出および変更影響解析情報の出力による保守効率の向上と再利

用を実現し,統合開発支援システムとの連携による一貫支援を行う｡

近年,大規模情報システム開発およびダウンサイ

ジングなどの環境変化に伴うソフトウェア保守作業

量の増大,ならびに既存ソフトウェアの改造作業の

増加が深刻化している｡これら作業の効率化のため,

保守･再利用が困難な既存ソフトウェアから仕様抽

出や再構造化･再標準化を行うリエンジニアリング

技術が注目されている｡

今回,日立製作所は,統合CASE(ComputerAided

Software Engineering)であるEAGLE2(Effective

Approach to Achieving High LevelSoftware

Productivity 2:ホスト型開発支援システム)/

SEWB3(SoftwareEngineeringWorkbench3:ワ

ークステーション型分散開発支援システム)と連携

して,リエンジニアリングを一貫支援する統合シス

テムを製品化し,その支援によるリエンジニアリン

グサービス事業を開始した｡
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n はじめに

近年,ソフトウェアの間ヲ芭カゞ大規模化し,EDP(Elec-

tr()nic Data Processing)部門の保有するソフトウェア

資産が増大するにつれ,保守作業量が増加し,システム

再構築のバックログが急増している｡また,ダウンサイ

ジングなどの環境変化に伴うソフトウェアの改造･‾lli構

築作業量も増加している｡

今山,日二中二製作所は,既存ソフトウェアの保守･再利

口l技術であるリエンジニアリングを一貫支援するシステ

ムを開発し,その支援によるリエンジニアリングサービ

ス事業を開始した｡ここでは,リエンジニアリング技術

の概要,今lロ】開発したリエンジニアリング支援システム

の構成と適用例について述べる｡

凶 リエンジニアリング技術とその背景

2.1背 景

今日,ソフトウェアの開発を一貫支援する統†ナCASE

(ComputerAidedSoftwareEngineeriIlg)が開ヲ邑され,

普及している｡日立製作所のEAGLE2(E打ective

Appr()aChtoAchievingHighLevelSoftⅥrareProduc-

tivity2:ホスト型開発支援システム)/SEWB3

(SoftwareEngineeringWorkbench3:ワークステーシ

ョン型分散開発支援システム)もその一例である｡統合

CASEは,ソフトウェア開発での分析･設計などの上流

_1二程からコーディング,テストなどの‾卜流工程までを一
貫支援する統合システムである｡

しかし,大多数の企業のEDP部Plでは統合CASEが普

及される以前に開亨芭されたソフトウェア資産を人量に保

イ丁しているため,それらの保守や由利糊を効率よく行う

ことができなかった｡

その傾国としては次のことが‾考えられる｡

(1)正確な仕様書が存在しないために,プログラムを読

解してソフトウェアを理解･変‾起する必妥が生じ,作業

の効率向_卜を妨げている｡

(2)構造化･標準化されていないプログラムが多く〟在

しており,理解が困難である｡

(3)変‾史をプログラムレベルで行う場†ナ,ツールとして

はデバッガ程度しか利用できないので,作業効率が低い｡

以上の(1)から(3)の問題を解決する新技術として,リエ

ンジニアリング技術が注Hされ始めてきた｡

2.2 リエンジニアリング技術のねらい

リエンジニアリングの定義は文献によって巽なるが,
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注:略語説明+CL(+obControILanguage),EAGJE2/SEWB3(Effec仙e

ApproachtoAchievingHighJevelSoftwareProductivity2/

SoftwareEngineeringWorkbench3)

図ll+エンジニアリングの概念 上流の仕様情報を抽出す

るリバースエンジニアリングと,既存ソフトウエア資産の再利用が

容易な標準形式にするリストラクチャリングから成る｡フォワード

エンジニアリングとの連携による一貫支援をサポートする｡

ここでは,既存ソフトウェアを分析･理解し,必要によ

り変史を加え,新しい形態で再利用を実現する技術と定

義する｡リエンジニアリングの構成を図1にホす｡リエ

ンジニアリング技術は,リバースエンジニアリング技術

とリストラクチャリング技術およびフォワードエンジニ

アリング技術とに大別される｡

リバースエンジニアリングは,既存ソフトウェアを分

析して上流の仕様情報を拙け.することにより,既存のソ

フトウェアの什様の理解を支援する技術である｡

リストラクチャリングは,主にソースプログラムに対

して仕様を変更せずにプログラムl勺データ名の再標準化

やプログラム構造を再構造化することにより,保守･再

利用が容易な形式に変換する技術である｡

リバースエンジニアリングによって抽出された設計仕

様書や,リストラクチャリングによって変換された新ソ

ースプログラムは,統合CASEのりポジトり(情報資源倉

庫)に蓄積され,統†ナCASEにより保守･再利用を効率よ

く行うことができる｡

H屯製作所は保守ドキュメントの作成ツールとして,

COBOL,Ⅰ)L/ⅠなどのソースプログラムからH本譜化

PAD(Ⅰ)r()blenlA11alysis Diagram:問題分析図)凶,

HIPO(HierarchyplusInput-Process-Output)臥プロ

グラム関連l父卜等のドキュメントを出力するADCAS(Auto

DocumentationAidedSystem)などを製品化している｡

しかし,これらはソースプログラム臼体の変更を行わな

い保二了ニドキュメントの作成を目的としたものである｡

リエンジニアリングは,ソフトウェアの保守だけでな
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図2 リエンジニアリング支援ツールの構成 既存ソフトウェア資産を整玉里して対象となる資産を解析した後,データ標準化仕様書逆

生成および保守理解支援の各種機能を提供する｡データ標準化については,フォワードツール(EAGLE2/SEWB3)と連携し,一貫支援をサポート

する｡

く,既存ソフトウェアの巾構造化による積極的な付利用

を意凶している｡

田 リエンジニアリング支援ツール

今一己q,lトキ二製作凧ま既存ソフトウェアを分析して統合

CASE(EAGLE2/SEWB3)と連携するリエンジニアリ

ングー貰支援システムを帆ヲ芭した｡その全体構成を図2

に示す｡

3.1仕様書逆生成ツール

JCL(J()b ColltrOILallgtlage:ジョブ制御言語)や

COBOLソースのような既存ソフトウェアを解析し,

EAGIノE2/SEWB3で利肝nJ能なイ_と様吉形式に変検する｡

これにより,新規開発や再構築に谷き引こ再利鞘でき,統合

CASE環囁でリソースを管理･運什Jすることが可能となる｡

ぢ.招ミ,JCIノからジョブフロー,コピー勺からレコード什

様の逆牛成機能を実用化している｡今橡,逆∠hkする什

様苫としてプログラム什様,DB(Database),両l刷痕票な

ど,対象を拡大していく予定である｡

3.2 データ標準化ツール

EA(_;LE2/SEWIう3は,データ■トじ､設計技法によるソフ

トウェア開発技法を‾支援している｡EAGLE2/SEⅥrB3で

は,標準データをデータ項｢1辞書に鷲録し,データ項臼

辞書を糊いて芥種のシステム化様吉を作成する｡データ

噴【]辞書ではデータ名のほか,データのチェック条件,

人什■ノJ処即を一j亡管理し,プログラムの/‾†三成に利川して

いる｡このように,データニ頃日が紘一されたプログラム

を糊発することによって,既存ソフトウェアの和解を谷

易にし,変‾如による影響範岡の検川をしやすくしている｡

データ標準化ツールは,ソースプログラムなどの既仔

ソフトウェアを分析して,データ項目,レコード,ファ

イルなどの巽名同義データを検糾し,名称を標準化して

EAGLE2/SEWB3のリボジトリに蓄積する｡また,標準

化したデータ糾こ従って,既存のフてログラムのデータ名

を吊き扱え,標準ソースプログラムを生成する｡

3.3 保守理解支援

既存ソフトウェアの解析情報から,システム†粁二う:に必

‾安なドキュメントを出力する｡ドユメントは,システムの

変‾妃影響範囲の調査やプログラムの仕様押解に利別する｡

日 通用評価

このリエンジニアリング支援ツールについてユーザー

の関心は■缶し､｡その中から物流システムの業務プログラ

ムによる通刷評価結果の事例につし-て以‾卜に述べる｡

4.1仕様書逆生成

JCLからジョブフロー陳ほ/一仁成した場合の評価結米と

して,検言Ⅰ仁の結果,JCLで定義されている人Hりプ情報の

97%が止しくジョブフロー別に反映されていた(図3参

月別｡残りの3%については手作業による修正が必要であ

った｡また,このモデルでは生産性効果として実験の純

米から,手作業に比較して7倍以_l二の_1二数削減効果が得

られている｡

4.2 データ標準化

このツールの生産性効果として,一連の標準化作業を

ツールを利用せずに行った場合と比較して2.5倍の__l‾二枚
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図3 ジョブフロー図の確定率と正当率 対象+CLの入出力

情報について85%が確定可能であり,生成されたジョブフロー図の

検証負荷削減が図れる｡入出力情報正当辛が97%と信頼性は高く,

実用に十分耐えられる｡
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図4 データ名称標準化工数削減の効果 手作業に比べて,

リソース関連解析とデバッグ(コンパイルテスト)の工数を大幅に

削減した｡

表lリエンジニアリングサービスのメニュー 資産･分析診断･資産整理支援サービスについては,平成6年l月からサービスを実施する｡

サービスメニュー サ ビ ス 内 容

サンプルリエンジニアリング 既存ソフトウエア資産の一部からサンプル解析を行い,二のサービスの効果と概略見積もりを行う｡

資 産 分 析 診 断 ソフトウエア資産を対象にリソース一覧,サマリ情報などを作成し,資産分析を行う｡

資 産 整 モ里 支 援
資産分析情報をもとに,ユーザーの資産状態の認識とソフトウェア資産の取捨選択の判断材料とし,資産整

‡里を支援する｡

リ ド キ ュ メ ン ト ソフトウエア貴慮から,各種仕様書を作成する｡

プ ロ グ ラ ム 評 価 標準のコーディング規則に基づき,プログラムの記述内容を評価する｡

ソ フト ウ エ ア 標準化 論理ファイル,レコードおよぴデータ項目の名称を標準名称に置換する｡

C A S E 移 行 フォワードツールのCASE環境に,論千里ファイル,レコード,データ項目名称およびコピー原始文を登録する｡

削減効果が汁.た(図4参照)｡ただし,現在の技術では機

械的にすべての標準化作業を行うのは凶難であり,この

ツールでも異名同義データの確定条件や標準名称の設左

方法,および標準化後の品質保証についての課題が残さ

れており,今後改善していく-‾戸左である｡

B おわりに

ソフトウェア資産の括用を支援するリエンジニアリン

グ支援システムについて述べた｡このリエンジニアリン

グよ援システムは,ユーザーでの過円評仰によって有効

件をリミ証しており,｢CAPSDFリエンジニアリング‾支援

ツール+として製｢う7.化している｡また,口1丁二製作所のソ

リューションサービスであるFOREFRONT/SS(Solu-

ti〔)1tService)の主要商品として,リエンジニアリングサ

ービスを､ド成5年6ノーに発表した(表1)｡今後,要求仕

様の拙山など機能の充実を凶るとともに,リエンジニア

リングサービスヰi業の屯_卜げに努ノJし,リエンジニアリ

ング技術の洋及に努めていきたい｡
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